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　　故　河　端　俊　治　先　生

The　late　Professor　Toshiharu　Kawabata

　　　　　　（1918〜1999）

　　　　　　　　　　　　　　　　　河端俊治先生 の ご逝去を悼 む

　
躰 耀 学会鰭 韻 河職 黼 士 は ・999 年 1月 4 陳 京綱 分寺 制 ・ お い て 逝 去 さ れ ま した ．享年 8。才で した ．

姓 は 1918 年 （大正 7 年）・月 ・・ 日 ・ 東肺 麻枢 （現棘 黼 区）に 姓 ま れ ｝・ な り，・94・年 、2 膿 林省水

産羅 所製群 科 を ご卒業され ま した ・ そのt麦・艪 鰈 株式会繍 究所 ，兵役を経 て ， ・945鰊 蔚 国大学麟 病
研究所餌 防 疫 研究室 の研獺 とな ら れ・・947年 国 立 予 防競 研 究 所 （掴 蟋 雑 研究所）設 立 。 伴喰 品衛生部
に 飜 さ れ ・1958験 品衛生鱗

一
室長 とな り・1984 年 に 退霞 れ ま した 。・96・年酬 大 学 よ 膿 学 t9± の 学位 を

授与 さ れ ま した・また鯨 大学鮮 部非糊 緬 （1958年一1977 年），鰈 の 水好 大学家政 学部な ら び ｝、蝉 院家

政 学 研究科縮 勤黝 （1964 年一・976年）凍 京水猷 学耀 学部非觸 緬 （・967年一197・ 年）凍 北大糶 学部
非 觸 飆 （1969 年〜1978 年）・ 九州大学 大 学膿 学 研 究 科非常辮 師 （・972年一・973年），棘 家政学院大 学教授
（攜 勤） （1981 年〜1991 年）・ 中国ハ ル ビ ン 医科大学 躙 皴 （・99・年一・999 年）な ど嫌 任され る と と も｝、，厚

生省食品衛生調査会委員厚 生省中央薬轄 議会 臨 時 委員な どを 歴任され ま した 。

ご研究の 内容 は・水齢 品の 鞭 ・鰍 喰 幡 食品防翩 ・ 抗生瀕 喰 品照射漁 類 の 放身瀧 朕 餌 微生

物 ’冷殿 品・　 N ”
＝ ト゜ ソ 化働 な ど瞞 囲 ｝・及 び ，蘿 ・・ 冊 研究轍 ・5・編を出され ，水産娼 膈 生分野 iこ

多大な功績鹹 さ れ ま した・姓 は 旧 本 水 酵 会の 理事評 韻 諞 集委嚴 ，麒 委員，罐 委員会委員 等瀝 任
さ れ ・ 本学会の発展 に著 し く鰍 され ま した ・ ・958年・ 「纈 嗷 軈 繍 ・ 関す る研究」 ・ よ り 躰 耀 学舘 ，
1981 年 に 「水敵 品衛生 に関す る一

連 の 研究」 ｝・よ り H1 水産学鍛 購 賞 を受賞されま した．
ご退官後 も旧 本飾 保全研究会会 長 ・麟 水産省食鞍 全齣 上 醗 鰈 雛 委員会委員長濃 林水 産 省食品腸

安全向上齢 鯉 シ ス テ ム 驍 轢 （HACCP マ ニ ・ ア ・レ策矮 員会矮 販 耀 庁水産加工 品顳 蘇 嬾 事業
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（HACCP マ ニ 。 ア Jレ策定聡 合検討会座髄 な さ れ て お りま した。ま た・河端it’k の ，甑 い オ瑚 丙か ら・数 多   弟

了達 が 慕 っ て 集 ま り毎年会合を持 っ て お り ま した が ， 昨年秋 に は 少 々 体 調 を崩 さ れ た こ とか 転 春 び）暖 か くな っ た 時 に

また 皆 との 再会を楽 しみ に して い る と話 され て お りま した 。 年末 に な り急遽悪 化 され，永眠 さ れ ま した。

こ こ に 河 端俊治牲 の 生前の ご功績を称 え 説 ん で 哀悼の 意 を 表 しま す u 　 　 （鈴木 健・鯨 水敵 学搬 ）
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